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「九州版ワット・ビット連携」に関する
取組みについて

20２6年１月13日

九州電力株式会社

ワット・ビット・コネクトフォーラム
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九電グループ経営ビジョン2035 ＜ICTサービス事業＞

出典：九電グループ経営ビジョン2035
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九州の現状と

「九州版ワット・ビット連携」について
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九州の電力需給状況（ゴールデンウィーク期間）

出典：自然エネルギー財団
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九州の電力需給状況（再エネ出力制御）

出典：経済産業省 次世代電力系統ワーキンググループ
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なぜ、こんなことになっているのか

出典：資源エネルギー庁
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太陽光バブルから蓄電池バブルへ

出典：日本経済新聞
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こんな現状のなか、データセンターが急増する？

→DC建設ラッシュの影響で、来年度の想定も今回の予想を大幅に超えると思われる。

出典：経済産業省 第85回 電力・ガス基本政策小委員会
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再エネ大量導入の現在地とワット・ビット連携について

 2012年：FIT制度が開始され、太陽光発電が約３倍に拡大
↓

 2018年：結果として需要を供給が上回ってしまい、出力制御せざるを得なくなる
↓

 2022年：FIT制度終了に伴い、FIP制度が開始され、蓄電池が導入されはじめる
↓

 2023年：ローカル系統の混雑緩和のため、「ノンファーム型接続」の受付を開始
↓

 2025年：生成AIによるDC需要の拡大に対応するため、「ワット・ビット連携官民懇
談会」が開催される

そもそも問題の出発点は「発電する場所に需要がなく、かつ不安定な電源であるため
系統に大きな影響を与えている」ことが原因なので、「発電する場所に需要（DC）を作
れば良いのではないか？

↓
特に再エネが多い地域である九州で、かつグループでICT事業を行っている九州電力
であれば「ワット・ビット連携」を実現するための条件が揃っているのではないか？

↓

九州版「ワット・ビット連携」構想へ
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実証開始プレスリリース （2025年9月24日）

1. DC分散配置：九州の複数拠点（当初段階は
2拠点）に、DC機能を分散配置します。

2. 分散DB 技術検証：AI 処理に分散DB 技術
（ノーチラス・テクノロジーズの”Tsurugi”）
を採用し、処理性能や消費電力がどのように
変化するかの検証を行います。

3. ローカルLLM/AI画像処理技術検証：リモー
ト 環境にあるGPUを使用してAI演算処理
を行い、実効性の検証を行います。本検証に
はTsurugiのMCP機能を利用し、自然言語
によるデータ処理のシミュレーションを行い
ます。

4. APN技術検証：分散DC間を低遅延に繋ぐ
ためのAPN技術検証を実施し、従来型の通
信技術との比較検証を行います。

実施内容
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分散型デジタルインフラの構築・検証

・小規模なDC（GPU）を分散配置（IIJ：マイクロDC）

・光NICを用いたAPN（1Finity、QTnet）

・分散データベース技術（ノーチラス・テクノロジーズ）

を組み合わせることで、

計算資源の物理的な距離・場所を意識することなく、
一つのAI処理システムとして機能させる（分散型ＤＣ）

IoTやロボットなどエッジコンピューティングが増大

IoT機器 センサー・カメラ 端末

AI普及へのエッジコンピューティング分散への対応

＜期待される効果＞

о データセンターの地方分散の推進
（土地の有効活用、レジリエンス向上、地方創生）

о 電源に応じた計算資源の最適配置を実現

地理的に分散されたAI処理（GPU）が、あたかも１か所での処理と同様な機能となるよう連携させるデジタル技術
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九州版ワット・ビット連携実現に向けたロードマップ

2025年度から技術検証を行い、2027年度から本格導入向けに検討する３カ年プロジェクト

Ph3.ワット・ビット導入に向けた検討Ph2. ワット・ビット連携実証Ph.1 デジタル技術検証 

2025年度 2026年度 2027年度〜

将来のワット・ビット連携実装を目
標に、必要となるであろう技術要素
の検証を行う。

Ph1で検証したデジタル技術と電
力グリッドとの連携を検証し、将来
のワット・ビット連携本格実装に向け
た下地を作る。

ワット

ワット

ビット

ビット

電力グリッド

デジタル空間

フィジカル空間

分散DB リモートAI処理 APN

データセンター分散

九州版ワット・ビット連携を実現する、
分散デジタルインフラ環境を実装を検
討する

ビットの領域で分散技術を確認する ワットとビットの連携を検証 ワットとビットの連携を商用利用に発展

仮想DC実現のための要素技術検証
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実証システムのアーキテクチャについて
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現状課題の分析：従来型システムのボトルネック
従来型アーキテクチャでは、以下の3つの主要なレイテンシ要因が連鎖し、システム全体のパフォーマンスを大幅に制限しています。
実証システムではRDMA-NICとロックフリーインメモリDBを組み合わせて、システム全体のボトルネックを解消します。

TCP/IP プロトコル遅延

標準的なOSネットワークスタック処理によるオ
ーバーヘッド。

カーネル/ユーザー空間のコピー

コンテキストスイッチの多発

複雑な輻輳制御とCPU高負荷

TYPICAL 
LATENCY

10 - 50μs
+ High CPU Usage 

(>50%)

ディスクI/O レイテンシ

物理ストレージへのアクセスに伴う不可避な待
ち時間。

HDDのシークタイム/回転待ち

SSDでもプロトコル変換が発生

I/O待ちによる処理スレッドのブロック

ACCESS 
TIME

0.1 - 15ms

SSD(NVMe) ~ HDD

DBロック コンテンション

同時実行制御（2PL等）による排他待ち。

トランザクション競合時の直列化

デッドロック検知のオーバーヘッド

コア数増加に伴うスケーラビリティ低下

WAIT TIME (HIGH LOAD)

ms - 100s
Depend on 
Contention

実証システムのアーキテクチャ ：ボトルネックの解消
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処理時間内訳の変化（モデルケース）
標準的なOLTPワークロードを想定 (単位: ms)

ACCESS METHOD 
COMPARISON

Legacy Network

Socket API

TCP / IP Stack

Driver

Ethernet NIC

Overhead

RDMA

Load / 
Store

技術的ハイライト

Load/Store命令による直接メモリアクセスで究極の低遅延

光技術でPCIe/CXL接続し、拠点間をメモリ結合

プロトコル変換を排除し、CPU負荷ゼロを実現

Application Application

1Finity NIC (Optical)

Memory 
Access

Overhead

ネットワーク「だけ」速ければ良いわけではない。３つのボトルネックを「引き算」でシンプルに解消

実証システムのアーキテクチャ ：ボトルネックの解消
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実証システムのアーキテクチャ：物理イメージ

 2カ所のDCをAPN（光N/W）で直結して分散DBを稼働させる

 ①分散DBはTsurugiを分散DB化

– AI処理をローカル・リモートで自由に実行できる

 ②サーバ→PCIe→NIC→APNで、サーバ間を直結するN/W方式

– L2/L3を介さず、直接L1で通信し、かつ直接DB間でメモリ共有を行うため、
ほぼオーバーヘッドなく、連係の遅延は光の物理遅延に近づける。

DC1 DC2

リモートサーバローカル・サーバ

DB:Tsurugi
GPUNIC port

port

Data Data

②
DB:Tsurugi

GPU

NIC port
portData

Data

①

ＡＰＮ
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UDF/Replica Node
(Remote Node)

UDF Server 
Process

Tsurugi Node

RDMA 
NIC

RDMA 
NIC

通常NIC通常NIC

電柱チェック
デモ

リアルタイム
画像解析デモ

GPU

vLLM

vLLM

GPU

tsurugidb 
Process

Replica
Process

アプリケーション
＋関連モジュールTsurugi拡張カードServer凡例

音声認識

画像解析

実証システムのアーキテクチャ ： ソフトウェアスタック

基本的にハードウェアとLLM以外は全て「Tsurugi」で完結する仕様となっている
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マイクロDC／コンテナDC
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マイクロDC／コンテナDC 【IIJ】

出典：9/24プレスIIJ社説明資料
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光ネットワークインタフェースカード（光NIC）
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光NIC 【1Finity】

出典：9/24プレス1Finity社説明資料
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光NIC 【1Finity】

出典：9/24プレス1Finity社説明資料
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超低遅延分散データベース「Tsurugi」
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超低遅延分散DB劔“Tsurugi” 【ノーチラス・テクノロジーズ】

 劔“Tsurugi”とは

 ノーチラステクノロジーズが開発した超高速（約600万TPS）なRDBMS。2024年9月に
オープンソースとしてv1.0.0を公開

 NEDOの「高効率・高速処理を可能とするAIチップ・次世代コンピューティングの技術開発」
（2018～2022年度）の事業成果

 Tsurugiをベースにした分散RDBMS基盤を開発中。専用NICと光回線を使いロスレス分散
処理を実現している

 100km以内であれば2つのDCにほぼ同時に書き込みが可能（サーバ→専用NIC→光回線
→専用NIC→サーバ）

 L2以上の世界を使わないためセキュア（一般的な通信ではないため事実上ハッキング不可能）

 低遅延のAI実行が可能であるため、高速演算処理が求められるモータースポーツ等の世界で
実証が進んでいる

出典：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101671.html



24

Copyright (c) KYUSHU ELECTRIC POWER CO., INC. All Rights Reserved. 本資料の無断利用を禁じます

今後の展望について
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今後の展望―「オフグリッド分散型DC」という選択肢

再エネを最大限活用した「オフグリッド分散型DC」

電源近接型小規模DC

：再エネ発電所近隣にコンテナDCを設置、送電ロスを最小化

オフグリッド運用

：蓄電システム併設で系統負荷軽減、建設費を抑制しつつ短期間で導入

エネルギーマネジメント

：EMSによる電力需給予測と最適制御、電力コスト削減

太陽光発電 蓄電システム コンテナDC

オール光接続

：APNによる複数DCの光通信接続、低遅延・高効率なデータ転送

分散型データ処理

：分散DBMSによるAIワークロードの電力状況に応じた最適配置
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ハイパースケールDC vs オフグリッド分散型DC

〔オフグリッド分散型DCの場合〕
 コンテナ型DCであるため、大規模な建設工事の必要がない
 発電設備があるため、送電線増強工事の必要がない
 蓄電池があるため、UPSや発電機設置の必要がない
 分散してデータを保管しているため、免震構造である必要がない
 系統電気を使わないため、託送料金を払う必要がない
 系統電気を使わないため、再エネ賦課金を払う必要がない

〔ハイパースケールDCの場合〕
 広大な土地と大規模な建設工事が必要
 送電線増強工事に時間と費用が必要
 停電した場合に備え、UPSや発電機の設置が必要
 地震対策のため、耐震設計や免震構造が必要
 系統電気を使用するため、託送料金を払う必要がある
 系統電気を使用するため、再エネ賦課金を払う必要がある

→ 一般的に「規模の経済」が成立するように見えるがそうでない場合もある
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今後の展望―フィジカルAIの時代に向けて

Moving Computation is Cheaper 
than Moving Data & Power

“データと電力の移動よりも、計算の移動のほうが効率的”

アプリケーションから要求された計算は、その計算が行われるデータ
の近傍にて実行される場合、より効率的である。
データ集合のサイズが巨大である場合、特にこの命題は真となる。
また、電力の近傍にて計算が実行される場合も同様である。
これは、ネットワークの混雑を縮小させ、システム全体スループットを
増大させるからである。
この仮定は、アプリケーションが実行されている場所へデータや電力
を移動させるよりも、データや電力が所在する場所へ計算を移動さ
せる方がよいということである。
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